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小学校版特別支援教育家庭・地域啓発リーフレット

子ども一人一人の

理解と支援のために
～ともに支える特別支援教育をめざして～
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特別支援教育とは…

陣がいのある子どもを含め、特別な配慮を必要とする子ども一人一人の

教育的ニーズを把握して、適切な指導及び必要な支援を行うものです。
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例えば、こんなことはありませんか？

活動のなかで ‘■
: 、 1対1で話すと分かるが､集団の中では ，

話の内容が分からないことがある。 #| ｜
､ ~ ｝聞いたことを忘れることがある。 蝋

●落ち着きがなく、活動中に席を立ってしまう。

●忘れ物が多い。
ゴ

牛活のなかで

子
ど
も
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
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●物をなくすことが多く､片付けが苦手である。

●同じ間違いを何度も繰り返してしまう。

●こだわりが強く､予定の変更を嫌がる。

●友達とすぐけんかになってしまう。

●●

h遊びのなかで

一人で遊んでいることが多い。

ゲームの勝ち負けに強いこだわりがある。

冗談を言葉どおりに受け取ってしまうことがある。

興味があるものに熱中すると､話しかけられても

気づかないときがある。
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周囲の正しい理解と適切な支援が必要です。支援正

駒小さなサインを見逃さないようにしましょう。

子どもの言葉や行動､態度の中から｢困っているよ」

｢手伝って｣｢ちょっと助けて｣というメッセージを受け止めましょう。 侭

子どもの得意なことや､よいところに目を向けましょう。 瀬、
、

どの子どもにも個性があります｡一人一人の得意なことや特性をしっかり見て、

自信や意欲が高まるようにほめましょう。

子どもが安心して学習し､行動できる環境を整えましょう。

はじめに手順を説明する､写真や絵カードを用意する､不安定になった時にゆっくりできるスペースを

作っておくなど､安心して学習し行動できる環境になるよう工夫しましょう。

学校ではこんなことに配盧しています。て
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※平成28年4月施行の障害者差別解消法に伴い、学校でも合理的配慮を行っています。
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合理的配慮の具体例 I

学習の流れ

⑪めあて

②考える

③まとめ

④たしかめ

⑤ふりかえり
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車いすで通りやすくする配慮活動に見通しを持ちやすくする配慮 摩擦音を軽減する配慮
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